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第 490回 例会 

2024年 7月 3日 13:00～ 

■司 会 荒山久美 例会・出席・親睦委員長 

■斉 唱 君が代、手に手つないで 

■出席報告 出席者数 12 名 / 20 名 

 出 席 率 60 % 

■ゲ ス ト  

■ビジター 水野吉紹 名古屋北 RC（名誉会員） 

ニコボックス 

〇 水野吉紹 名古屋北 RC（名誉会員） 

菊地会長、荒山幹事、会員の皆様、一年間宜

しくお願い致します 

〇 菊地富士子 会長 

一年間どうぞよろしくお願い致します 

〇 岩崎幸弘 会長エレクト  

富士子さん、一年間のスタートです。身体に気

を付けて頑張ってください。 

〇 荒山久美 幹事 

新年度、始まります。1 年間宜しくお願いしま

す。 

〇 長谷川芳子 副幹事 

菊地会長、荒山幹事、一年間宜しくお願い致し

ます。 

〇 鳥居英明 会計 

本日より加入いたします鳥居です。宜しくお願

い致します。 

〇 島村恵三 例会運営出席親睦委員長 

菊地会長、荒山幹事、今年一年宜しくお願い

致します。 

〇 加藤正広 奉仕プロジェクト委員長 

満 69 歳、古希を迎えました。皆様へ古希内祝

いをお渡しいたします。快く受取ってください

ね！ 

菊地、荒山丸、ご活躍を期待しております。 

〇 安井忠 顧問 

北ロータリー水野様、いつもありがとうございま

す。また新会員鳥居君、頑張ってください。 

  

 

  

7月度 誕生日お祝い 

7日 青木恭子さん 19日 鈴田正道さん 

30日 加藤正広さん   

乾 杯 

新年度の出発をお祝いし、青

木直前会長のご発声で乾杯が

行われました。 

乾杯のシャンパンは ANA クラ

ウンホテルプラザグランコートホ

テル名古屋様のご厚意によるプ

レゼントでした。ありがとうござい

ました。 

 

パストエンブレム贈呈 

新年度会長

の菊地富士子さ

んより長谷川芳

子直前幹事に

パストエンブレ

ムが贈られまし

た。 

青木直前会

長は２度目の会

長の為、今回は

ご辞退されたの

事です。青木直

前会長、長谷川

直前幹事、一年間本当にお疲れ様でした。 

会 長 挨 拶 

皆様、こんにちは。この度皆様

のご推挙により 2024-2025年度の

会長を務めさせていただくことに

なりました。２度目の会長として壇

上に上がらせていただきますこと

大変光栄に思います。 

本年度このお役を引き受けする

ことになったわけでございますが、

実はその前に地区増強委員会の

副委員長を任命されすでに快諾させていただいており

ました。そのような状態で皆様の先頭に立ちロータリー
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活動することはできるのかと受けるべきか悩みました。

それでも愛するアイリスの存続のために、愛するアイリス

仲間のために受けすることを決断しました。皆様、一年

間何卒よろしくお願い申し上げます。 

本日 7 月 3日明治期の 3人が新紙幣の顔となりまし

た。壱万円札は資本主義の父と呼ばれる実業家の渋

沢栄一、五千円札は女性の地位向上に尽くした津田

梅子、千円札は破傷風菌の治療を確立した北里柴三

郎。3 人の功績は持続可能な経済成長に向けた取り組

みと深く関連しており今もなお私たちの社会に影響を

与え続けています。まず、国際ロータリー会長ステファ

ニー・アーチック氏が掲げた本年度のテーマ「ロータリ

ーのマジック」についてお話ししたいと思います。アー

チック会長は、プロジェクトを完了するたび、寄付を行う

たび、新しい会員を迎えるたびに、私たちはマジックを

生み出していると説かれております。ポリオ撲滅、平和

の推進、そして継続と変化のバランスを取る重要性を強

調し、多くの人々を救うロータリーの力をさらに広げるよ

う呼びかけています。 それを受け吉川公章ガバナー

は「魅力あるクラブ、持続可能な奉仕活動、成長するロ

ータリー」と地区方針を掲げました。これらを受け、私の

会長方針は「不易流行～DEI を取りいれて新しい風を

私たちのクラブへ～」です。不易流行は、これは変わら

ない本質を持ち続けながらも、時代の流れに適応し新

しい風を取り入れることを意味します。DEI を取り入れて、

新しいアイデアを確立し、クラブに帰属意識を育むこと

を目指します。私どもはこれまでも同様継続した奉仕活

動をそして本年度は新しい奉仕活動の計画をしており

ます。奉仕の力を生み出すには仲間との親睦は大切で

す。大きなマジックを起こすためには会員増強が不可

欠です。残念なことに現在会員数 21 名となりました。ま

ずは退会防止、そして増員に力を注ぎます。 

四つのテストの心を持ち、DEI を取り入れたクラブ運

営に邁進します。荒山幹事とともに一年間務めさせて

いただきます。皆様のご支援とご協力を心からお願い

申し上げます。そして 共に力を合わせ、大きなマジッ

クを生み出しましょう。ありがとうございました。 

幹事挨拶 

今年度 2024-25 年度幹事を務める荒山久美です。

アイリス１２年目の新年度となりま

した。 

名古屋アイリスロータリークラ

ブは 2013 年 6 月に名古屋北ロ

ータリークラブの子クラブとして

誕生しました。昨年 2023年 5月

にはクラブ創立 10周年の式典と

祝賀会を会員皆でお祝いしたこ

とは記憶に新しい出来事です。 

設立 2 年目から当時在籍していた会員の紹介で名

古屋大学附属病院小児科病棟に奉仕活動を開始しま

した。当初は書籍などの寄付でしたが、地区補助金を

使ってお笑い芸人さんに来ていただき病気と闘ってい

る子供達とその家族を楽しませたり、移動プラネタリウム

を運営している団体に星座のお話をしていただいたり、

また、ローターアクトの青年にサンタクロースに扮しても

らってプレゼントを渡したりと毎年支援の仕方を変えて

奉仕活動を継続してまいりました。時には付き添いのお

母さまにシャンプー＆コンディショナーのセットを配り大

変癒されたと嬉しい感想をいただきました。2020 年春

以降はコロナウィルス感染拡大防止ということで病院を

訪問することが出来なくなりましたが、オンラインで病院

側と連絡を取り合って、病室で使えるタブレットや入院

中の高校生が学校の授業とリンクして使えるソフトと端

末機購入の支援をしました。そして昨年 10周年記念の

折には１００万円相当の支援を伝えましたら子供達用の

病室や検査室の内装刷新にということで大変喜ばれま

した。記念式典当日には皆様もご覧になられたと思い

ますが、高橋教授が学会先であるアムステルダムから

WEB で講演をしていただき、丁寧に名古屋アイリスの

奉仕活動の歴史を語っていただきました。このような継

続的な支援が実現できるのも会員の皆様のご理解あっ

てのことと感じております。 

しかし、１２年目の年度に入るにあたりひとつ問題が

生じていることが判明致しました。創立以来の財政危機

になりそうな状況となりました。その主な原因は会員数

の減少です。コロナウィルス騒動以降残念なことではあ

りますが、コロナ以前 28 名だった会員数がこの３年半

の間に 21名ということになりました。会員おひとりおひと

りにやむを得ない事情があることは理解できますが、退

会だけは何とか食い止められなかったのかと思うと心が

痛む思いです。アイリスには事務局を持たないというこ

とで会員の皆様にご負担をおかけいたしていることと思

いますが、その分他のクラブに比べると年間の例会費

が抑制されていることはご承知の通りです。毎年の奉仕

活動やロータリー財団への寄付についても、例会費に

含めることによって自動的にロータリアンとしての務めを

果たしていることになっています。現在在籍を継続して

いる会員の皆様には何卒アイリスの仲間として会員の

継続を何卒お願い申し上げます。今年度の社会奉仕

事業は名大小児科病棟支援に加え、地区補助金を利

用して「愛知子供ホスピス」の子供とご家族を招待して

クリスマス会を実施する予定です。その際には会員の

皆様のご協力もお願いしたいと思っております。 

少しうれしいニュースもございます。小さい奉仕活動

ですが継続することによって、この度名大病院への寄

付者リストの中に名古屋アイリスロータリークラブの名前

も入れていただけることになりました。昨年度会長・幹事

の青木さんと長谷川さんは高橋教授を訪問されて銘板

の確認を致しました。10 年間の奉仕活動が実を結びま

した。ひとえに会員の皆様方のご努力の賜物と思いま

す。またこれをよい機会とし、会員数の増強に繋がれば

有難いと願っております。 

今年度は例会数を４０回から３５回にすることによって

より奉仕活動重視の予算を組みました。本日配布しまし

たクラブ計画書に例会予定表」がございますので各自

例会日や開始時間などを確認してください。基本的に

毎月３回の例会予定としました。幹事としては出来るだ

け出席してほしいところですが、皆様お時間のある時に

ANA クラウンプラザホテルグランコート名古屋までお越

しください。それでは 1 年間よろしくお願い申し上げま

す。 


